
令和２年度 第５回蓮田市障害者計画等策定委員会会議録 

 

開催日時 令和３年２月１６日（火曜日） 

午前９時００分から午前１０時００分 

開催場所 蓮田市役所 ３０１会議室 

出席状況 委 員 長  島 村  道 雄 出席 ・ 欠席 

副委員長  植 村   勉 出席 ・ 欠席 

委  員  榎 本  菜 保 出席 ・ 欠席 

委  員  浅 見  吉 子 出席 ・ 欠席 

委  員  鈴 木  米 子 出席 ・ 欠席 

委  員  田 嶋  由美子 出席 ・ 欠席 

委  員  川 崎  則 子 出席 ・ 欠席 

委  員  藤 森  初 江 出席 ・ 欠席 

委  員  都 野  良 一 出席 ・ 欠席 

委  員  小 嶋  啓 司 出席 ・ 欠席 

出席職員 健康福祉部長  猿田 孝二 

福祉課長    初野 尚久 

福祉課     大塚 敦 

福祉課     木村 美月 

子ども支援課  髙橋 広樹 

（株）ケー・シー・エス 城平、齋藤 

傍聴者  

【主な質問・意見】 

１ 開会 

 

２ あいさつ（島村委員長 あいさつ） 

（中野市長 あいさつ） 

 

○資料確認 

 

○会議が成立していることの報告 

 

３ 議事 

（１）かがやき はすだプラン（蓮田市第３次障がい者基本計画、蓮田市第５期障がい福

祉計画、蓮田市第１期障がい児福祉計画）の検討について 



委員長： ただいまから、令和２年度 第４回蓮田市障害者計画等策定委員会の議事に入

ります。はじめに、（１）かがやき はすだプラン（蓮田市第３次障がい者基本

計画、蓮田市第６期障がい福祉計画、蓮田市第２期障がい児福祉計画）の検討に

ついて、事務局から説明をお願いします。 

事務局：（資料に基づき説明） 

委員長： ご意見やご質問があればお願いします。 

委 員： ２つあります。１つ目は、49 ページの③に網掛けが付いています。その他に

もこういったものがないのか確認をお願いします。２つ目は、35 ページの「違

い」を「個性」に修正したことについて、委員の皆様にお伺いしたいと思います。

昔から障がいは個性であると言われてきたようなところはありますが、個性とい

うのはその人たらしめるものだと思います。もちろん本人が自分の障がいを個性

だと思っているのであれば良いと思います。そうでない場合、障がいを個性と思

えるのかどうかというのは、人によって異なるのではないでしょうか。一概に個

性とすることに違和感を覚えます。「違い」で良いのではないでしょうか。 

委 員： 私の娘も障がいをもっています。その障がいを「違い」として本人は認めてい

ます。障がい者から見ると、「個性」という言葉でオブラートにかけているよう

な感じがします。 

委員長： 今のご意見について、いかがでしょうか。 

事務局： 現在の状況で非常に微妙な問題だと思います。障がいは「違い」というよりも

「個性」であるというような考え方もありますし、パブリックコメントで出され

た意見をなるべく反映させたいと思いから「個性」という表記に修正させていた

だきました。ただ、「違い」という表記も、それを認め合うという意味では良い

のかなと考えます。委員の皆様に意見を伺い、「違い」の表記でも良いのであれ

ば、修正をしないということでも良いと思います。 

委員長： 言葉の遊びになってしまいますが、実は重要な部分だと思います。 

委 員： 実際に、障がい者本人がどう受け取るかだと思います。「個性」の方が前向き

に考えられる言葉なので、私は「個性」の方が良いと思います。 

委 員： 障がい者本人は「違い」を「個性」と自覚していたとしても、こうした書類等

を見る障がい者、その家族、支援者、一般の方等大勢の方には「違い」の方が受

け入れやすいのではないかと思います。「個性」とした方が傷つけないだろうと

考えたのだと思いますが、「違い」という言葉が悪いわけではないと思います。 

委 員： 同じ名前でも顔かたちが違うように、皆がそれぞれ違うと思います。私も障が

いがある子どもがいますが、「違い」ではなく、「個性」だと思ったとき、気持ち

が軽くなったことがあります。「違い」というと差別しているように思えます。

私は「個性」が良いと思います。 



委 員： 「個性」でも「違い」でも良いと思いますが、注釈を付けた方が良いと思いま

す。 

委員長： 他にご意見ありますか。本当に重要なことだと思います。障がい者計画に盛り

込むにはどちらが良いのかという視点で見た方が良いと思います。 

事務局： 障がい自体を「個性」と見る世の中の流れがあると思います。「違い」の場合、

あなたと私は違うという感じ方になってしまうため、事務局としては「個性」の

方が合っているのかなと思い、表記を修正させていただきました。 

委員長： 両方を併記するのはいかがでしょう。 

委 員： 「等」を付けるのはいかがでしょう。 

事務局： 「個性」や「性格」を「違い」を考えると、併記しても相反するものではない

と思います。 

たった一言でこれだけの議論になるということで、それだけ重要なことだと思

いました。「違い（個性）」という表記をする方法や、浅見委員の注釈を入れる方

法もあると思います。ただ、注釈で説明してもわかりにくく、前者が良いと思い

ました。 

委員長： 事務局から良い案が出ましたが、皆様いかがでしょうか。私も「個性」と言わ

れると少しぼやけてしまう気がします。「違い（個性）」という表記が良いかなと

思います。 

委 員： 私は今の意見が良いと思います。その方が受け入れやすいと思います。 

委員長： 他にいかがでしょうか。では「育む中で互いの違い（個性）を認め合い」とい

う形にしたいと思います。よろしいでしょうか。 

一 同：はい。 

事務局： それでは、文言の修正をしたいと思います。 

委員長： はい、他にご意見いかがでしょうか。特にないようですので、パブリックコメ

ントに対する対応等について、以上になります。 

 

（２）かがやき はすだプラン（蓮田市第３次障がい者基本計画、蓮田市第５期障がい福

祉計画、蓮田市第１期障がい児福祉計画）の答申について 

委員長： （２）かがやき はすだプラン（蓮田市第３次障がい者基本計画、蓮田市第６

期障がい福祉計画、蓮田市第２期障がい児福祉計画）の答申について、事務局か

ら説明をお願いします。 

事務局：（資料に基づき説明） 

委員長： 前回、市長から諮問をいただいたものに対する答申の原案です。これについて、

何かご意見やご質問があればお願いします。特にご意見やご質問はないようなの

で、議事を終了させていただきます。進行を事務局に戻したいと思います。 



事務局： 島村委員長、議事進行ありがとうございました。これで次第にある項目を終了

させていただきます。皆さん長時間に亘りまして、ご審議を賜り、ありがとうご

ざいました。 

 

４ 答申 

 

５ 閉会（植村副委員長） 

 

 


